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学内e-ラーニングを活用した看護技術の学習プログ
ラムの試み　：　自己動画視聴の活用（実践報告）













































































































































0 (0.0) 2 (2.1) 13 (13.8) 20 (21.3) 57 (60.6)
出来ている行動の確
認になった
0 (0.0) 3 (3.2) 15 (16.0) 26 (27.7) 48 (51.1)
次への課題の発見に
なった
0 (0.0) 3 (3.2) 13 (13.8) 24 (25.5) 51 (54.3)
自己動作の客観視に
なった
0 (0.0) 1 (1.1) 15 (16.0) 26 (27.7) 50 (53.2)
グループ内の意見交
換につながった
1 (1.1) 12 (12.8) 31 (33.0) 19 (20.2) 29 (30.9)
自分と他の人の観察
視点の差に気づいた
2 (2.1) 14 (14.9) 27 (28.7) 22 (23.4) 27 (28.7)
他のグループの画像
が参考になった
2 (2.1) 8 (8.5) 20 (21.3) 24 (25.5) 38 (40.4)
繰り返し視聴可能で
あった














0 (0) 3 (3.2) 14 (14.9) 30 (31.9) 46 (48.9)
自己学習の動機付け
になった
0 (0) 3 (3.2) 25 (26.6) 31 (33.0) 33 (35.1)
行為のイメージが描
けた
0 (0) 3 (3.2) 15 (16.0) 26 (27.7) 47 (50.0)







































































１． 自己学習の動機付け  
２． 援助行動の自己評価能力 
３． グループワークの学習効果の向上 
 
まとめ 
e-ラーニングによる自己動画の視聴は、演習でのグ
ループワークに活かされることで、看護技術習得への
好影響を期待することができると考える。しかし今回
は、学習プログラムの利点に焦点を絞っている。動画
の画質低下による見づらさや、未視聴学生の存在とい
う学習効果の低下要因への対策を検討する必要がある。
また、有用性が予測された項目の具体的な内容を明ら
かにし、学習プログラムの改善を進めたい。 
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